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lJl5 日本の自動車部品業界における 製品開発力構築と 
品質情報に関する 研究 

0 真崎 貴 ( 東北大工学 ) 

1 . 研究テーマ 

「日本の自動車部品業界における 製品開発力構築と 品質管理情報に 関する研究」 

2. 研究 仮ま 
本研究は、 自動車産業の 成長を支える 基盤は自動車部品産業であ るとの視点から、 日本 
の自動車部品業界における 新製品開発力構築と 品質管理情報の 効果的活用について 検討す 

るものであ る。 

世界高水準の 品質管理や競争力あ る生産技術に 支えられ、 継続的な高品質製品活動は 、 

他の国の追随を 許さない状況であ るなか、 自動車部品産業は 、 新たなコスト・ダウン と開 

発 時間などの短縮を 狙った部品のモジュール 化等の新たな 生産技術方式への 対応 や 、 世界 

トップレベルの 品質管理技術を 更に向上させ 進化させることで、 自動車会社からの 厳しい 

コスト要求に 応え、 優れた生産技術力を 築いている。 

日本の自動車部品産業におけるイノベーションプロセスでは、 開発・設計・ 製造・品質・ 

サービスまでの 包括的な競争優位性を 築き、 世界の競合 先 との職別な技術開発競争や コス 

ト 競争に打ち勝つために、 品質情報などの 多くの内部蓄積情報を 活かした製品開発力構築 
がされていることから、 Fuzzy Front End ( 以下、 FFE) 段階での活動には、 品質情報が製 

品 開発の大きな 成功要因になるのではないかと 考え検証する。 

3. FFE 珪拾 

FFE 理論は、 製品開発を開始する 前段階、 つまり FFE 段階において、 第 1 フェーズ 

として製品のアイデア 創造、 アイデアの評価や 分析、 第 2 フェーズとして 製品コンセプト 

の明確化、 製品開発の計画立案を 確実に十分に 行 う ことで、 製品開発双の 不確定要素を 取 
り除き製品開発の 成功確率が高まるという 理論であ る。 A.Khurana,S,R,Rosenthal(1997) 
によって 、 明らかにされた。 

本研究では、 フロントエンド 段階での品質情報について 検証する。 

4, 研究の目的 
新製品開発における 確かな品質による 開発期間の短縮 や 、 選択と集中によるコア 技術 

の組合せが可能になるために、 日本の自動車部品産業は、 内部の品質技術情報と 生産技術 
の 確かな情報によって 製品開発力が 構築されていることを 検証する。 
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日本の自動車部品業界において、 製品開発の双段階であ る Fuzzy Front End 段階での活動 
には、 品質情報が製品開発の 大きな成功要因になるのではないかと 考える。 
日本の多くの 自動車部品製造企業へのアンケートにより、 部品業界における mFE 段階で 
0 品質情報についての 実態を調べる。 

図 1 に示す自動車部品開発における 品質情報の流れにおいて、 製品開発双段階での 品質 
情報活用を明らかにする。 

図 1. 品質管理情報の 流れ 

5. アンケートの 寅 内内容 

日本の部品企業数百社に 調査研究のためのアンケートを 実施する。 
質問概要は 、 

(l) FFE 段階での製品開発活動について 

(2) FFE 段階における 製品開発での 品質情報活用活動について 
各部品企業について、 部品製造業の FFE 段階での活用情報を 調査する。 
①イノベーションの 程度 

②新製品の新規性 
③新技術開発の 方法 
④新製品開発における 品質情報 
⑤品質情報活用ツール 

⑥その活用状況 

6. 検屈 すぺき仮現 
今後アンケートの 結果にて明らかになるが、 現在、 パイロットスタディ 一等の事前調査結 

果では、 日本の部品企業における FFE 段階での品質情報を 確実に取込んだ 企業の効果が 
確認出来ることから、 以下の仮説検証をする 予定であ る。 

(1) 日本の自動車部品産業の 強さは、 「ものづくり」に 対する徹底的な 競争優位性を 
基盤に、 技術開発を含めた 新製品開発アーキテクチャの 形成が行われている。 
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(2) 日本の自動車部品企業におけるイノベーションプロセスでは、 新製品開発力の 構 
築において、 品質情報などの 内部蓄積情報力 め 活用が行われている。 

(3) 新製品開発力と 品質情報 カ との関係は、 日本の自動車部品産業では 大きな要因を 
占める。 
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